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１
９
５
８
年
（
昭
和
33
年
）。
亀
津
町
と
東
天

城
村
が
合
併
し
、「
徳
之
島
町
」
が
誕
生
。
町
制

を
施
行
し
、
今
年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
10
月
20
日
、
徳
之
島
町
文
化
会

館
に
お
い
て
、
県
知
事
を
は
じ
め
と
し
た
各
界

か
ら
の
来
賓
や
島
外
の
町
出
身
者
、
そ
し
て
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
出
席
の
も
と
、
記
念
式

典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
町
立
亀
津
中
学
校
３
年
生
と
澤
愛

香
さ
ん
に
よ
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
琉
球
」
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
開
幕
。
高
岡
秀
規
町
長
の
式

辞
、来
賓
を
代
表
し
、金
子
万
寿
夫
衆
議
院
議
員
、

三
反
園
訓
鹿
児
島
県
知
事
、
禧
久 

伸
一
郎
県
議

会
議
員
よ
り
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
60
周
年
記
念
で
募
集
し
た
町
内
小
中

学
生
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
の
表
彰
が

あ
り
、
教
育
長
賞
を
受
賞
し
た
豊
島
温
人
さ
ん

（
亀
津
小
学
校
１
年
）が
作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

次
に
町
政
功
労
者
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈
が
あ

り
、
15
団
体
と
59
名
に
表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

式
典
に
続
い
て
行
わ
れ
た
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、
地
元
の
小
・
中
・
高
校
生
と
一
般
住
民

に
よ
る
吹
奏
楽
や
、
自
衛
隊
の
南
西
航
空
音
楽

隊
が
演
奏
。
最
後
は
会
場
全
体
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
ま
し
た
。
ま
た
式
典
後
に
は
町
体
育

セ
ン
タ
ー
で
記
念
祝
賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

⑦⑥⑤④

②

③ ①
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①全体合唱「ふるさと」　

②高岡秀規町長の式辞　

③豊島温人さんの作文発表　

④作文コンクール優秀作品表彰　

⑤⑥⑦金子 万寿夫衆議院議員・

三 反 園 訓 鹿 児 島 県 知 事・ 禧 久　 

伸一郎県議会議員の祝辞　

⑧亀津中学校３年生と澤愛香さん

による「ダイナミック琉球」　

⑨町政功労者表彰

⑩ロビーでの写真展示

⑪会場全体での万歳三唱

⑫記念祝賀会

⑧

⑨⑩

⑪

⑫
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１．地方自治部門
【議会議員３期以上】

町　田喜男

【議会議長経験者】
住田　克幸
大澤　章宏
木原　良治
福岡　兵八郎
池山　富良

【農業委員５期以上】
白山　明

【地区駐在員 20 年以上】
米山　正弘

【消防団員 30 年以上】
（※役職加算又は
     同種職歴加算あり )

池山　福富
福山　武雄
當　幸夫
島田　一三
原田　辰法
栄元　豊
福田　吉成
益田　昭
長井　満
木場　友広
井口　廣人
大保富広
政木　達也

４．産業振興部門
【建築業の振興】

徳之島町建築協会

【建設業の振興】
徳之島建設業協会

【農業の振興（糖業 ・園芸）】
新谷　博司
保岡　盛寿

【農業の振興（糖業）】
衛村　達人

【農業の振興（畜産）】
福岡　宮助
柳　秀夫

 【農業の振興（農政）】
當　好二
福岡　輝男
松山　ユキ
吉田　サエミ
大橋　カツミ

【商工業の振興】
田袋　吉三
徳之島町商工会

【商工 ･ 観光業の振興】
名城　忍

５．スポーツ部門
【スポーツの振興】

徳之島高等学校空手道部

【スポーツ少年団指導者】
嶺岡　純吉

２．教育 ･ 文化部門
【前教育長】

秋武　喜一郎

【教育・青少年育成】
東郷　勇

 【伝統芸能継承】
手々民芸保存会

（手々むちたぼり）

【文化財保護】
町田　進

 【特別功労（町歌作曲）】
故　徳山　博良

３．医療・福祉部門
【地域医療貢献】

宮上　寛之
太　覚
西田　裕光
医療法人徳洲会
　徳之島徳洲会病院
奄美医療生活協同組合
　徳之島診療所
公益財団法人慈愛会
　徳之島病院
医療法人社団くらもと眼科
　くらもと眼科医院

【医療機関勤務 15 年以上】
岩崎　文雄
宮本　陽子

【民生委員 15 年以上】
澤　照代

【保護司 15 年以上】
佐藤　輝文

町制施行 60 周年を記念して
「町制施行 60 周年記念誌」を
制作しました。数に限りはご
ざいますが、希望される方は
町企画課（☎ 0997-82-1111）又
は花徳支所（☎ 0997-84-0048）
までお問い合わせください。

徳之島町政功労者表彰
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１．地方自治部門
【町政推進】

きばらんとう会

２．教育 ･ 文化部門
　【伝統芸能継承】

春山　繁
間　早男
東　博光
清山　勇
治井　春代

３．医療・福祉部門
【社会福祉活動】

徳之島町食生活改善
　推進員連絡協議会

【健康増進活動】
瀬 川　文 男
奈良島　昭子

４．環境・美化部門
【花いっぱい運動】

児島　靜男
間　トシ子
吉　次子
泰良　トモエ
井之川高齢者クラブ 若葉会
下久志はつらつ会
諸田高齢者クラブ
港川高齢者クラブ

【生活環境維持改善】
（清掃美化活動）
島田　須尚
常山　廣一

【町長賞】
永長 美李奈

（町立山小学校６年）
　
【教育長賞】

豊島 温人
（町立亀津小学校１年）

　
【町議会議長賞】

稲村 仁太
（町立母間小学校４年）

【副町長賞】
豊喜 塁

（町立東天城中学校 3 年）

※作文コンクールの全受賞者
名簿を町公式ウェブサイト
へ掲載しています。

師走の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
この度は、徳之島町制施行 60 周年記念事業実施に際しまして、島内外の皆様方からご寄付を

いただき厚くお礼申し上げます。ここに、寄付者のご芳名を掲載してお礼に代えさせていただき
ます。ご協力ありがとうございました。なお、会計報告につきましては、全事業終了後に本紙に
おいて掲載いたしますのでご了承ください。

徳之島町制施行６０周年記念事業実行委員会
         会　長　　高 岡　秀 規

十
万
円　
　
　
　
　
　
　
　
　

國
元　

正
俊　

様

神
戸
亀
津
会　

様

五
万
円

 

遊
学
リ
ゾ
ー
ト
「
き
む
き
ゅ
ら
」

　
　
　
　
　
　
　

と
き
わ
や
青
果　

様

三
万
円　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

　

関
西
奄
美
会　

様　
　

 　
　

 

　

越
谷
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

様　
　

 　
　

 

　

森
豊
運
送
株
式
会
社　

様　
　

 　
　

 

二
万
円

関
東
亀
津
会　

様

関
東
徳
之
島
町
会　

様

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

　

徳
之
島
「
夢
」
振
興
会
議　

様

一
万
円

関
西
奄
美
民
謡
芸
能
保
存
会　

様

関
東
徳
州
会　

様

関
西
亀
津
会　

様

徳
之
島
町
関
西
東
天
城
連
合
会　

様

関
西
徳
州
会　

様

福
井 

巖　

様

関
西
徳
之
島
町
郷
土
会　

様

五
千
円

　

関
西
花
時
名
栄
友
会　

様　

徳之島町制施行 60 周年記念事業寄付金のご芳名報告

徳之島町政功労者 ・ 感謝状贈呈
町制施行 60 周年記念

作文コンクール

優秀作品表彰
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調査のために行われたシーカヤック体験 町役場女性職員等を対象に護身術を指導

「
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
体
験
交
流
会
」
が
10
月
21
日
、
金
見

集
落
で
あ
り
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は

国
の
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
事
業
の
取

り
組
み
で
、
地
域
の
観
光
資
源
を
調
査

し
て
魅
力
向
上
を
図
る
「
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
確
立
調
査
」
の
一
環
。
地
元
の
一

般
社
団
法
人
金
見
あ
ま
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ

が
主
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、

小
中
学
生
17
名
、
大
人
８
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
体
験
後
は
長
崎
県
立
大
学
の

西
村
研
究
室
ゼ
ミ
生
が
調
査
に
あ
た
り
、

参
加
者
か
ら
感
想
を
聞
き
取
り
。
魅
力

あ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

10
月
12
日
、
徳
之
島
警
察
署
に
よ
る

全
国
地
域
安
全
運
動
の
取
り
組
み
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
町
役
場
で
は
役
場
女

性
職
員
等
を
対
象
に
、
同
署
員
に
よ
る

防
犯
講
話
や
、
空
手
有
段
者
に
よ
る
護

身
術
の
指
導
を
実
施
。
不
審
者
に
対
応

す
る
た
め
の
実
践
的
な
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
の
啓
発
活
動
で
は
、
買
い
物
客

や
下
校
中
の
児
童
生
徒
へ
、
う
そ
電
話

詐
欺
の
被
害
防
止
や
自
転
車
の
二
重

ロ
ッ
ク
等
の
た
め
チ
ラ
シ
や
チ
ェ
ー
ン

錠
を
配
布
。
地
域
の
安
全
・
安
心
を
推

進
す
る
た
め
の
広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

金
見
地
域
で
魅
力
あ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
へ

地
域
の
安
全
推
進
の
た
め
護
身
術
指
導
な
ど
実
施

東郷さんは東京で行われた表彰式に出席 46 人編成の迫力の演奏

行
政
相
談
委
員
と
し
て
永
年
そ
の
職

に
あ
り
、
特
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

方
を
表
彰
す
る
「
平
成
30
年
度
行
政
相

談
委
員
総
務
大
臣
表
彰
」
で
、
東
郷
勇

さ
ん
（
79
歳
・
亀
徳
）
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
行
政
相
談
員
は
、
住
民
の
相
談

相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
苦
情
、
行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
助
言
や

関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
の

仕
事
を
無
報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。
東

郷
さ
ん
は
平
成
13
年
４
月
か
ら
徳
之
島

町
担
当
の
行
政
相
談
員
と
し
て
17
年
余

に
わ
た
り
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

「
東
京
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ⅰ

が
奏
で
る
―
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
っ
て
楽
し

い
な
」
の
公
演
が
10
月
12
日
、
徳
之
島

町
文
化
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。
公
演
は

町
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ

で
、
宝
く
じ
文
化
公
演
（
一
般
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
助
成
）
と
し
て

開
催
。
島
内
で
は
な
か
な
か
鑑
賞
機
会

の
少
な
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
に
多
く

の
人
が
足
を
運
び
、
６
０
０
席
の
会
場

は
満
席
に
。
指
揮
者
の
佐
々
木
新
平
氏

率
い
る
東
京
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｉ
（
46
人
編
成
）
に
よ
る
迫
力
の
生
演

奏
に
、
観
客
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

東
郷
勇
さ
ん
が
行
政
相
談
委
員
総
務
大
臣
表
彰

東
京
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
、
観
客
を
魅
了
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※本コーナーに掲載しきれなかった記事は、徳之島町公式ウェブサイト「撮っておきフォト
ニュース」へ掲載しています。ぜひご覧ください。https://www.tokunoshima-town.org/

高岡町長へ寄附金１千万円を贈る渕上会長指導する日本武道館の東良美氏（範士八段）
徳
之
島
町
役
場
で
10
月
24
日
、
渕
上
グ

ル
ー
プ
か
ら
徳
之
島
町
へ
の
寄
附
金
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
渕
上
グ

ル
ー
プ
は
徳
之
島
町
亀
津
へ
本
部
を
置

き
、
建
設
業
や
不
動
産
業
、
ホ
テ
ル
業

な
ど
、
島
内
外
計
９
社
で
構
成
。
本
体

が
創
業
50
周
年
、
グ
ル
ー
プ
会
社
40
周

年
を
期
に
、
徳
之
島
町
制
施
行
60
周
年

の
祝
賀
や
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
、
渕
上
平
八
郎
会
長
か
ら
高
岡
町

長
へ
寄
附
金
１
千
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
高
岡
町
長
は
感
謝
の
意
を
表
し
、

寄
附
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
「
町
勢
発

展
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
頂
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

明
治
１
５
０
年
記
念
「
平
成
30
年
度

鹿
児
島
県
地
方
青
少
年
剣
道
錬
成
大

会
（
公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
、
徳

之
島
町
教
育
委
員
会
他
４
団
体
主
催
）」

が
、
10
月
27
日
・
28
日
の
２
日
間
、
町

体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
剣

道
を
通
じ
た
青
少
年
健
全
育
成
の
た

め
、
小
・
中
・
高
校
生
45
人
を
対
象
に

行
わ
れ
た
錬
成
大
会
。
公
益
財
団
法
人

日
本
武
道
館
や
鹿
児
島
県
剣
道
連
盟
の

講
師
４
名
が
指
導
に
当
た
り
、
講
話
や

基
本
動
作
・
対
人
技
能
な
ど
を
実
技
指

導
。
最
終
日
に
は
、
厳
し
い
稽
古
を
や

り
通
し
た
参
加
者
へ
錬
成
証
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

寄
附
金
１
千
万
円
、
渕
上
グ
ル
ー
プ
か
ら
徳
之
島
町
へ

剣
道
錬
成
を
通
じ
青
少
年
が
心
身
を
鍛
え
る

アンコール演奏で会場は最高潮に

「
航
空
自
衛
隊
南
西
航
空
音
楽
隊　

徳
之
島
町
演
奏
会
（
徳
之
島
町
制
施

行
60
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
主

催
）」
が
10
月
21
日
、
町
立
東
天
城
中

学
校
体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。
沖
縄
県

の
那
覇
基
地
に
所
在
し
、
全
国
の
航
空

音
楽
隊
の
中
で
も
唯
一
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
編
成
の
同
音
楽
隊
。
会
場
の
体
育
館

は
観
客
で
満
員
と
な
り
、
立
ち
見
が
出

る
盛
況
ぶ
り
に
。
親
し
み
や
す
い
楽
曲

や
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
演
奏
に
、
会
場
は
一

体
と
な
っ
て
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
演
奏
会
の
前
に
は
、
島
内
の
小
中

高
生
を
対
象
に
同
音
楽
隊
に
よ
る
吹
奏

楽
の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
西
航
空
音
楽
隊
演
奏
で
会
場
一
体
に

協力しながら種や苗を植える子どもたち

10
月
26
日
、「
農
業
ふ
れ
あ
い
体
験

学
習
（
農
林
水
産
課
主
催
）」
が
、
徳

和
瀬
ふ
れ
あ
い
農
園
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
４
つ
の
保
育
園
の
４
～
５
歳

児
、
約
70
名
が
参
加
。
農
業
関
係
者
や

職
場
体
験
活
動
中
の
高
校
生
た
ち
と
協

力
し
て
、
じ
ゃ
が
い
も
や
に
ん
じ
ん
な

ど
、
６
種
類
の
野
菜
を
植
え
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
人
と
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
農
業
体
験
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
今
回
植
え
た
野
菜
は
、

来
年
の
２
月
中
旬
頃
に
収
穫
さ
れ
る
予

定
で
す
。（
※
本
記
事
は
、
徳
之
島
高

校
の
生
徒
が
職
場
体
験
を
通
じ
作
成
し

ま
し
た
。）

楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
農
業
体
験
学
習
開
催
！
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様々なステージ発表に観客からは大きな拍手が 関西徳州会の皆さんは見舞金を徳之島３町へ

「
第
38
回
徳
之
島
町
文
化
祭
（
徳
之
島

町
文
化
協
会
主
催
）」
が
11
月
３
日
、
徳

之
島
町
文
化
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。「
燃

え
よ 

文
化
の
祭
典
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ

れ
た
今
回
の
文
化
祭
。
舞
台
発
表
の
部

で
は
26
の
団
体
が
参
加
し
、
郷
土
芸
能

や
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
合
唱
、
朗
読

な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
披
露
さ
れ
、

満
席
の
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
展
示
の
部
で
は
11
の
団

体
・
個
人
が
参
加
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
絵
画
、

盆
栽
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
多

彩
な
作
品
を
鑑
賞
し
、
文
化
の
日
を
楽

し
み
ま
し
た
。

平
成
30
年
９
月
29
日
か
ら
30
日
に
か

け
て
徳
之
島
を
襲
っ
た
台
風
24
号
。
そ

の
災
害
支
援
の
た
め
、
全
国
か
ら
徳

之
島
町
へ
多
数
の
災
害
支
援
寄
附
金

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

10
月
末
現
在
の
寄
附
金
額
・
件
数
は
、

１
２
７
万
３
千
円
の
45
件
。
10
月
19
日

に
は
、
町
制
施
行
60
周
年
記
念
行
事
に

あ
わ
せ
来
島
さ
れ
て
い
た
徳
之
島
出
身

者
の
郷
友
会
組
織
「
関
西
徳
州
会
」
の

皆
さ
ん
が
町
役
場
を
訪
問
。
徳
之
島
町

へ
災
害
見
舞
金
50
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
関
西
徳
州
会
か
ら
は
同
日
、

伊
仙
町
・
天
城
町
へ
も
同
額
の
見
舞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
燃
え
よ
文
化
の
祭
典
」
を
テ
ー
マ
に
町
文
化
祭
開
催

台
風
24
号
被
害
で
全
国
か
ら
多
数
の
災
害
支
援
寄
附

町役場で行われた表彰状の伝達式 想いのこもった東天城中生徒の全体合唱

平
成
30
年
度
の
奄
美
群
島
市
町
村
体

育
協
会
及
び
徳
之
島
町
体
育
協
会
に
よ

る
表
彰
が
10
月
30
日
、
町
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
同
表
彰
は
例
年
町
民
体
育

祭
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
体

育
祭
が
中
止
に
。
奄
美
群
島
市
町
村
体

育
協
会
か
ら
、
体
育
功
労
者
と
し
て
豊

勝
正
さ
ん
が
、
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と

し
て
市
来
崎
大
祐
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
町
民
体
育
祭
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
募
集
で
は
、
吉
村
み
ゆ
さ
ん
の
「
え

が
お
さ
く 

む
う
る
が
か
が
や
く 

体
育
さ

い
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

※
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー

ス
に
表
彰
者
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町
立
東
天
城
中
学
校
（
森
山
裕
二
校

長
、
生
徒
38
人
）
の
創
立
60
周
年
記
念

式
典
が
10
月
28
日
、
同
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
先
人

か
ら
の
私
達 

消
え
ぬ
思
い
を
つ
な
げ

よ
う 

未
来
へ
」。
創
立
記
念
事
業
推
進

委
員
会
の
徳
山
雅
夫
委
員
長
の
式
辞
、

来
賓
祝
辞
に
続
き
、
生
徒
を
代
表
し
て

３
年
の
基
壱
希
さ
ん
が
「
東
天
城
中
で

３
年
間
過
ご
せ
る
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、
こ
れ
か
ら
の
心
の
支
え
と
し
て
生

き
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ
、
全
校
生
徒

で
合
唱
。
続
い
て
第
３
回
卒
業
生
の
中

村
孝
也
さ
ん
に
よ
る
講
演
や
記
念
祝
賀

会
で
創
立
記
念
を
祝
い
合
い
ま
し
た
。

体
育
協
会
表
彰
、
18
の
個
人
・
団
体
が
受
賞

東
天
城
中
学
校
創
立
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催
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町からのお知らせ
ごみの処理について事前に確認しましょう

クリーンセンターの年末年始営業日・粗大ごみ収集等について

住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

12 月

23
日
（
日
）

休
業
日

24
日
（
月
）
通
常
営
業

25
日
（
火
）
通
常
営
業

26
日
（
水
）
通
常
営
業

27
日
（
木
）
通
常
営
業

28
日
（
金
）
通
常
営
業

29
日
（
土
）
通
常
営
業

30
日
（
日
）

休
業
日

31
日
（
月
）

休
業
日

１月

1
日
（
火
）

休
業
日

２
日
（
水
）

休
業
日

３
日
（
木
）

休
業
日

４
日
（
金
）
通
常
営
業

５
日
（
土
）
通
常
営
業

６
日
（
日
）

休
業
日

○クリーンセンターの年末年始営業日について
年末年始の徳之島愛ランドクリーンセンターの営業日は下記の通りです。

○ 12月の粗大ごみ収集について
右記の日程により粗大ゴミの収集を行います。粗大ごみシー

ルを貼りお名前をご記入の上、朝８時 30 分までにゴミ収集

所へ出してください。シールは町住民生活課・花徳支所で販

売しています。

　シール大…５００円（１人で持ち運びできない物）
　シール小…２５０円（１人で持ち運びできる物）

※粗大ゴミにシールの貼付・氏名の記入がない場合は収集し

ません。ご注意ください。

※テレビ・冷蔵庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコ

ンはリサイクル品のため、ごみの収集は行いません。家電

取扱業者に委託する等、適切な処理をお願いします。

12 月

12
日
（
水
）

井
之
川
・
旭
ヶ
丘
・
下
久
志
・

母
間
・
花
徳
・
轟
木
・
畦
・
山
・

金
見
・
手
々

14
日
（
金
）

亀
徳
・
徳
和
瀬
・

諸
田
・
神
之
嶺

15
日
（
土
）

東
区
・
白
井
・
大
原
・

尾
母
・
南
原

19
日
（
水
）

南
区
・
中
区
・
北
区

紙類は別々に紙ヒモで縛って、ヒモに処理シール貼るか、
黄色い袋へ入れてください。

○ごみはきちんと分別して出しましょう
分別されず違反シールが貼付されているごみは、回収されずそのままその場所へ残されることになりま

す。残されたごみは出した本人がきちんと分別し、違反シールをはがして再度指定の場所へ出してください。　

キャップ・ラベルは必ず取り除いてください。

びん類でまとめてください。

缶類でまとめてください。 ※資源ごみは
『 黄 色 の 袋 』

です。

※外したキャップ・ラベルは青色の燃やせるごみに出してください。
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町からのお知らせ

徳之島町に住所がある方を対象に、犬及び猫

の不妊・去勢手術費の助成が受けられます。

手術後 60 日以内に申請書と手術を行った獣

医師が発行した領収書の写しを添付して申請し

ます。なお、犬については、犬の登録、狂犬病予防注射を受けていることが条件です。

※飼い猫については、上記助成とは別に、ミミカットに同意していただくことを条件に無料で不

妊・去勢手術を行うことが出来ます。また、ノラネコについても※ TNR を行っています。ミミカッ

トの入っていない猫を見かけた際には、役場住民生活課までご連絡ください。

※ TNR とは、Trap（捕獲すること）Neuter（不妊手術）Return（ネコを元の場所に戻す）の略です。

下記の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談を受けられる方は町住民生活

課国民年金係までお申し込みください。またご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、運転免許

証など、身分確認ができる書類をご持参ください。

●日時＝平成 30 年 12 月 18 日（火）午後 1 時～４時、12 月 19 日（水）午前 9 時～正午

●場所＝町役場１階会議室

●相談内容＝ 10 年短縮による年金請求のこと、国民年金、厚生年金船員保険等の年金制度全般に

　　　　　　 関すること

犬や猫を適正に飼養しましょう

犬及び猫の不妊・去勢手術費助成について

住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について
住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

１頭につき雄雌とも 5,000 円

１頭につき雄雌とも 3,000 円

飼い犬

飼い猫

犬及び猫の不妊・去勢手術の助成額

犬の放し飼いは禁止されています。
　１年を通して多くの苦情が徳之島保健所や役場へ寄せられて
います。犬の放し飼いは絶対にしないでください。

平素よりみのり館をご愛顧いただきありがとうございます。地域営業課

より、みのり館の年末年始の営業についてお知らせいたします。

今年の年末年始、みのり館は休まず営業いたします。営業時間は午前９

時から午後５時までです。皆様のお越しをお待ちしております。

皆様のお越しをお待ちしております

みのり館年末年始営業のお知らせ

地域営業課　☎ 0997-83-4111問
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町からのお知らせ
要領をご確認のうえ申請してください

平成 31 年度建設工事入札参加資格審査申請書の受付

建設課　☎ 0997-82-1111（内線 263）問

　   徳之島町が発注する建設工事、測量、建設コンサルタント業務、物品等の一般（指名）競争入札に
参加を希望される方は、下記要領にて提出してください。

　１．受付期間：平成 31 年１月５日～平成 31 年３月 29 日まで（土、日、祝祭日は除く）
　　（郵送による提出の場合は、平成 31 年３月 29 日当日の消印まで有効とします。）
　２．受付場所及び問い合わせ先
　　〒８９１－７１９２　鹿児島県大島郡徳之島町亀津７２０３番地　徳之島町役場　建設課
　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　８２－１１１１（内線２６３）ＦＡＸ　８２－１１０１
　３．提出方法：Ａ４ファイルに綴り、表紙及び背表紙に申請書、年度、商号名を記入してください。
　４．提出書類・様式等：国土交通省統一様式または鹿児島県の様式を準用
◆建設工事

①建設工事入札参加資格審査申請書　②建設業許可書写し  ③商業登記簿謄本又は身分証明書の写し　
④経営事項審査申請書写し　⑤経営事項審査結果表写し（県知事許可分）　⑥直前２年の各事業年度
における工事施工金額　⑦納税証明書（法人・登記簿謄本に記載されている役員）　⑧労働保険（労
災保険）料納入通知 ( 又は証明 ) 書写し　⑨雇用保険料納入通知書写し　⑩建設業退職金共済事業の
加入・履行証明書　⑪工事経歴書　⑫技術職員名簿　⑬消費税及び地方消費税完納証明書（税務署発
行分消費税課税業者のみ提出）　⑭水道料金納入証明書（会社分・登記簿謄本に記載されている役員）　
⑮町営住宅使用料納入証明書（登記簿謄本に記載されている役員が入居している場合）　⑯土地改良
事業分担金（負担金）納入証明書（耕地課）⑰特別徴収実施確認依頼書兼開始誓約書（税務課）
※③⑦⑭⑮⑯⑰は徳之島町内業者のみ添付

◆測量・建設コンサルタント
①入札参加資格審査申請書　②営業所一覧表　③登録証明書　④商業登記簿謄本又は身分証明書の写
し　⑤技術者経歴書　⑥測量等実績調書　⑦財務諸表　⑧納税証明書（法人・登記簿謄本に記載され
ている役員）⑨労働保険（労災保険）料納入通知 ( 又は証明 ) 書写し　⑩雇用保険料納入通知書写し　
⑪消費税及び地方消費税完納証明書（税務署発行分消費税課税業者のみ提出）⑫水道料金納入証明書

（会社分・登記簿謄本に記載されている役員）⑬町営住宅使用料納入証明書（登記簿謄本に記載され
ている役員が入居している場合）⑭土地改良事業分担金（負担金）納入証明書（耕地課）⑮特別徴収
実施確認依頼書兼開始誓約書（税務課）※④⑧⑫⑬⑭⑮は徳之島町内業者のみ添付

◆物品・役務
①入札参加資格申請書 　②営業概要書 　③商業登記簿謄本又は身分証明書の写し　④使用印鑑届 　
⑤納税証明書（法人・登記簿謄本に記載されている役員）　⑥消費税及び地方消費税完納証明書 ( 税
務署発行分）　⑦水道料金納入証明書（会社分・登記簿謄本に記載されている役員）　⑧町営住宅使用
料納入証明書（登記簿謄本に記載されている役員が入居している場合）　⑨土地改良事業分担金（負
担金）納入証明書 ( 耕地課）　⑩特別徴収実施確認依頼書兼開始誓約書（税務課）　
※③⑤⑦⑧⑨⑩は徳之島町内業者のみ添付

【留意事項】
・ 登録・受付の確認について必要な場合は、返信用封筒又はハガキ（切手貼付）を同封して下さい。
・ 申請書及び添付書類等に不備があった場合は、入札参加資格申請書は受理されませんので、提出の際

は十分ご確認のうえ提出してください。
・ 平成３１年度内に建設業許可の期限が切れる場合は、速やかに新許可書を提出してください。
・ 島外業者は２年毎、島内業者は毎年の更新となります。
・ 証明を必要とするものは、写しでもかまいません。
・ 入札参加資格申請の記載事項に変更が生じた場合は、変更届けの提出が必要です。早めに提出してく

ださい。
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町からのお知らせ
使用する前に確認を

離島航空割引カードの有効期限について

年末年始の長期休暇中（12 月 29 日～１月３日）に離島航空割引

カードを使用される予定のある方は、カードの有効期限を必ずご確

認ください。長期休暇中や土・日・祝日は、カードの更新・発行な
どはできません。飛行機や船に搭乗する際にも、カードの確認が必

要です。有効期限が切れている場合は、通常料金となりますので、

ご確認のうえ更新・再発行が必要な場合は手続きをしてください。

住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

下記の内容で「コーチングセミナー」講演会を開催します。入場は無料です。

徳之島町ではスポーツ少年団から一般まで、様々な分野のスポーツ活動が盛んに行われています。

その中でも指導者や保護者の果たす役割は大きく、スポーツに限らず日常生活や学習面においても

強い影響力を持ちます。しかし昨今、指導者の『パワハラ問題』などが取り上げられ、その資質が

社会的に問われています。

本講演会は、指導者や保護者がコーチング（指導法）を学ぶことで資質向上を図り、子どもたち

の健全育成に資することを目的に開催します。

●日時＝平成 30 年 12 月 15 日（土）午後６時～ 8 時
●場所＝徳之島町生涯学習センター　２階ホール
●演題＝「子供を伸ばす指導法」
●対象＝小中高校生、指導者・学校関係者・保護者・興味のある方、スポーツ指導に携わる方
※講演会に参加する小中学生については必ず、保護者及び指導者・責任者の同伴でお願いします。
※当日、会場駐車場は数に限りがございますので徳之島町役場駐車場をご利用ください。また、　
　周辺の商業施設等への駐車は固く禁じております。ご理解とご協力をお願いします。
※詳細については町社会教育課までお問い合わせください。

社会教育課　徳之島スポーツアイランド推進協会　☎ 0997-82-2904

子供を伸ばす指導法が学べます

鹿屋体育大学の講師による「コーチングセミナー」を開催します
問

～　講　師　～
【鹿屋体育大学准教授】中本　浩揮　氏

【鹿屋体育大学硬式野球部監督】　藤井　雅文　氏
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町からのお知らせ

徳之島町では、徳之島の良好な景観の発掘を図るため、公

募型の景観フォトコンテストを開催しました。今回、フォト

コンテストの受賞作品を使用した「景観フォトカレンダー」

を、12 月 10 日より無料で配布しま

す。カレンダーをご希望の方は、町

役場企画課までお問い合わせくださ

い。( ※数には限りがあります。あら

かじめご了承ください。)

企画課　☎ 0997-82-1111（内線 222）

12 月 10 日から配布します

景観フォトコンテストカレンダー無料配布について
問

企業などが農業参入するので農地を借りたい
⇒農地中間管理機構から農地を借りることが
出来ます。鹿児島県の機構のホームページに
アクセスし、まずは借り手の募集に応募して
ください。

休館日や団体見学申請等

郷土資料館からのお知らせとお願い

問

平成 30 年（2018 年）12 月～平成 31 年（2019 年）２月の休館予定日

12 月 ３日 ( 月 )、10 日 ( 月 )、17 日 ( 月 )、25 日 ( 月 )、29 日 ( 土 )、30 日 ( 日 )、31 日 ( 月 )

１月 1 日 ( 火 )、2 日 ( 水 )、3 日 ( 木 )、7 日 ( 月 )、15 日 ( 火 )、21 日 ( 月 )、28 日 ( 月 )

２月 4 日 ( 月 )、12 日 ( 火 )、18 日 ( 月 )、25 日 ( 月 )

～郷土資料館からのお願いです～
○生涯学習センター内（郷土資料館及び図書館等を含む）は学習（勉強）する場所です。大き

な音を立てての階段の上り下りや、大きな声での会話、その他利用者の迷惑となる行為につ

いては固く禁じています。ご協力をお願いします。

○郷土資料館展示室内での飲食はご遠慮下さい。

○団体見学（15 人以上）については、事前に申請が必要です。

○資料の受け入れについては、事前の相談が必要です。

○埋蔵文化財と思われるものを発見した際には、現状を変更することなくご連絡下さい。

○開  館  日：毎週火曜日～日曜日 ( 月曜日が祝日で開館の場合、翌火曜日が休館となります )
○開館時間：午前 9 時～午後 5 時　（入館は午後 4 時 30 分まで）　※入館料は無料です。

徳之島町郷土資料館（社会教育課文化財担当）　☎ 0997-82-2908

町生涯学習センター３階の郷土資料館から、開館時間等についてのお知らせと、館の利用等につ

いてのお願いです。

２０１８

【最優秀賞】暑さぶっとぶネンケ
（宮本 美穂子　徳之島町）
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放
送
大
学
４
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ

放
送
大
学
は
、
２
０
１
８
年

４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い

世
代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授

業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学

鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

請
求
く
だ
さ
い
。出
願
期
間
は
、

第
１
回
が
２
月
28
日
ま
で
、
第

２
回
が
３
月
17
日
ま
で
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
放
送
大

学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
（
か

ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
０
９
９
―
２
３
９
―

３
８
１
１

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
の
お
知
ら
せ

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
で
す
。
平
成
18

年
６
月
に
「
拉
致
問
題
と
そ

の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま

で
の
１
週
間
を
「
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

拉
致
問
題
を
始
め
と
す
る
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
は
、
国
際
社
会
を
挙
げ

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
解
決
の
た
め

に
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿

児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支

局　

☎
０
９
９
７
―
５
２
―

０
３
７
６

開
発
基
金
を
利
用
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

奄
美
群
島
の
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
そ
の
事
業
に
携
わ

る
皆
様
を
金
融
面
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

●
融
資
業
務
＝
第
１
次
産
業
か

ら
第
３
次
産
業
の
方
が
対
象

で
す
。
奄
美
の
特
性
に
即
し

た
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
に

開
発
基
金
が
直
接
融
資
い
た

し
ま
す
。

●
保
証
業
務
＝
第
１
次
産
業
か

ら
第
３
次
産
業
の
方
が
対
象

で
す
。
事
業
者
の
方
が
、
金

融
機
関
か
ら
借
入
を
さ
れ
る

際
に
、
開
発
基
金
が
信
用
保

証
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
例
＝
農
林
業
を
営
む

方
、
水
産
業
を
営
む
方
、
観

光
関
連
業
に
携
わ
っ
て
い
る

方
、
地
域
の
資
源
を
生
か
し

た
仕
事
を
し
て
い
る
方
、
地

域
活
性
や
雇
用
促
進
の
た
め

の
事
業
を
し
て
い
る
方
、
こ

台
風
第
24
号
災
害
に
係
る
「
緊

急
災
害
対
策
資
金
」
に
つ
い
て

平
成
30
年
９
月
29
日
か
ら
の

台
風
第
24
号
災
害
に
つ
い
て
、

県
制
度
「
緊
急
災
害
対
策
資

金
」
の
融
資
対
象
者
「
特
に
知

事
が
認
め
る
災
害
」
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
標
記

災
害
に
よ
る
被
災
中
小
企
業
者

等
は
、
県
制
度
「
緊
急
災
害
対

策
資
金
」
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
緊
急
災
害
対
策
資
金
の
概
要
】

●
信
用
保
証
料
率

　

年
０
・
13
％
～
年
１
・
58
％

●
利
率

　

年
１
・
08
％
～
年
２
・
30
％

●
対
象
地
域
＝
県
下
全
域

詳
細
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島

県
商
工
労
働
水
産
部
経
営
金

融
課
☎
０
９
９
―
２
８
６
―

２
９
４
６

れ
か
ら
事
業
を
始
め
た
い
と

考
え
て
い
る
方
等

●
融
資
業
務
利
率
＝
（
※
参

考 

平
成
30
年
10
月
18
日
時

点
）
年
０
・
40
％
～
年
２
・

76
％
（
一
部
の
資
金
は
鹿
児

島
県
か
ら
利
子
補
給
が
あ
り

ま
す
。）

●
融
資
期
間
＝
最
高
20
年

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
独
立
行
政

法
人
奄
美
群
島
振
興
開
発
基
金

徳
之
島
事
務
所
☎
０
９
０
７
―

８
２
―
０
３
０
９

徳之島での目標血液数に

達することができました。

本当にありがとうございました。

鹿児島県赤十字血液センター

　スタッフ一同

～献血にご協力いただいた皆様へ～
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《
お
詫
び
》
先
月
の
広
報
徳
之
島
11
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
「
第
50
回
徳
之
島

町
小
学
校
陸
上
記
録
会
」
の
結
果
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。（
企
画
課
広
報
係
）

教
育
委
員
会

　
　
　
だ
よ
り

６
年
走
り
幅
跳
び

女
子
男
子

３
㍍
20

４
㍍
13

手
々
花
徳

中
島　

凛

里
田　

茉
也

「
あ
の
子
が
教
え
て
く
れ
た
徳
之
島
」

徳
之
島
町
立
山
小
学
校　

六
年　

 

永
長 

美
李
奈  

「
ね
え
、
海
に
行
こ
う
。｣

去
年
、
わ
た
し
の
ク
ラ
ス
に
山
村
留
学
の
女
の
子
が
や
っ
て
き
た
。
彼
女

は
、
自
分
か
ら
島
で
の
生
活
を
し
た
い
と
親
に
お
願
い
し
、
こ
こ
徳
之
島
に

や
っ
て
来
た
そ
う
だ
。
彼
女
は
徳
之
島
の
海
が
大
好
き
な
子
だ
っ
た
。

「
遠
足
で
海
に
行
け
る
と
か
最
高
。」

春
の
一
日
遠
足
で
畦
プ
リ
ン
ス
ビ
ー
チ
に
行
っ
た
。
彼
女
は
と
て
も
う
れ

し
そ
う
だ
っ
た
。
海
に
着
く
と
す
ぐ
さ
ま
浜
に
か
け
下
り
、
海
の
中
に
入
っ

て
い
っ
た
。

「
気
持
ち
い
い
。
最
高
。」

「
あ
っ
、
魚
も
お
っ
た
。
シ
ー
グ
ラ
ス
も
た
く
さ
ん
拾
っ
て
帰
ろ
う
。」

と
て
も
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。
感
動
し
て
は
し
ゃ
い
で
い
る
姿
を
見
て
い
る

と
、徳
之
島
の
海
は
、そ
ん
な
に
い
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
と
感
じ
た
。
私
に
と
っ

て
は
、
い
つ
も
の
海
な
の
に
な
ん
だ
か
不
思
議
な
気
持
ち
で
、
な
ん
だ
か
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

私
た
ち
は
す
ぐ
に
仲
良
し
に
な
っ
た
。
放
課
後
も
休
み
の
日
も
一
緒
に
遊

ん
だ
。
遊
び
の
定
番
は
、
た
こ
焼
き
屋
さ
ん
で
熱
々
の
た
こ
焼
き
を
買
い
、

海
に
行
く
こ
と
だ
っ
た
。
堤
防
の
上
に
座
り
、
海
を
眺
め
な
が
ら
た
こ
焼
き

を
食
べ
る
。
十
二
年
間
、
私
が
し
た
こ
と
も
な
い
楽
し
み
方
だ
っ
た
。
他
に

も
、
砂
浜
で
秘
密
基
地
を
作
っ
た
り
、
わ
ざ
わ
ざ
海
に
行
っ
て
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
と
楽
し
か
っ
た
。

山
小
学
校
は
海
が
す
ぐ
近
く
に
あ
る
た
め
、
理
科
の
授
業
や
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
海
へ
校
外
学
習
に
出
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
度
に
、

「
や
っ
た
あ
。
授
業
で
海
に
行
け
る
な
ん
て
幸
せ
。」

と
い
つ
も
言
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、

「
本
当
に
き
れ
い
。地
元
の
海
は
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
い
よ
。色
も
き
た
な
い
よ
。」

と
徳
之
島
の
海
が
、
他
と
は
違
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
私
は
、
ど
ん
ど

ん
徳
之
島
は
い
い
と
こ
ろ
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
、
私
の
知
ら
な
い
徳
之
島

の
よ
さ
が
も
っ
と
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

夏
に
、
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
私
は
初
め
て
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
体
験
し
た
。
い

つ
も
の
海
な
の
に
、
見
た
こ
と
の
な
い
世
界
が
広
が
っ
て
い
た
。
ク
リ
ア
な

海
に
黄
色
や
し
ま
し
ま
の
魚
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
魚
が
泳
い
で
い
た
。
私
は

お
ど
ろ
い
た
。
こ
ん
な
に
も
、
徳
之
島
の
海
は
す
て
き
な
ん
だ
と
。

彼
女
は
五
年
生
が
終
わ
る
と
自
分
の
家
に
帰
っ
て
行
っ
た
。
彼
女
を
乗
せ
た

飛
行
機
を
見
な
が
ら
、
私
は
と
て
も
さ
み
し
か
っ
た
。
で
も
、
た
こ
焼
き
を

食
べ
る
度
に
、
彼
女
と
の
な
に
げ
な
い
海
で
の
会
話
を
思
い
出
す
。
通
学
路

を
通
る
と
、
彼
女
の
好
き
だ
っ
た
坂
の
上
か
ら
見
え
る
海
を
思
い
出
す
。

私
は
犬
の
散
歩
に
行
っ
た
り
、
お
父
さ
ん
と
釣
り
に
行
っ
た
り
と
徳
之
島
の

海
で
よ
く
遊
ぶ
。
こ
の
時
間
、こ
の
環
境
は
と
て
も
貴
重
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
思
え
た
の
は
、
絶
対
に
彼
女
の
お
か
げ
だ
。

彼
女
が
教
え
て
く
れ
た
徳
之
島
の
よ
さ
を
実
感
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
徳
之

島
を
好
き
で
い
た
い
。

「
町
制
施
行
60
周
年
記
念
小
中
学
生
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
、
入
賞
作
品
が
町
制
施
行

60
周
年
記
念
式
典
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
賞
を
受
賞
し
た
町
立
山
小
学
校
六
年
の 

永
長 

美
李
奈
さ
ん
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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徳之島でなければ出会えないネズミの話
企画課　☎ 0997-82-1111（内線 222）問

（執筆者：宮崎大学フロンティア科学実験総合センター

研究員 城ヶ原 貴通）

　トクノシマトゲネズミというネズミをご存じでしょう

か？世界の陸地総面積の約 0.00016% しかない、ここ徳之

島にしか住んでいないネズミです。つまり、世界中で徳

之島にしかいないんです！ネズミというと家や牛舎に出

てくるあのネズミを想像するかもしれませんが、あのネ

ズミとは全く違い、トクノシマトゲネズミは森の中にし

か住んでいません。特徴としては、名前にもあるように「トゲ状の毛」が体中に生えています。

ハリネズミやヤマアラシの様に強くて頑丈ではないのですが、比較的堅い毛で覆われていま

す。トクノシマトゲネズミですが、環境省のレッドデータブックに絶滅危惧種として選定さ

れており、絶滅が心配されています。もし徳之島からいなくなってしまえば、世界中からい

なくなることを意味します。そんなネズミが皆さんの住んでいる徳之島にいることを知って

もらい、これからずっと徳之島で見続けられる、そんな島であって欲しいなと願っています。

トクノシマトゲネズミ
の外観と刺状の毛

　平成 30 年 12 月 16 日、徳之島に棲息する希少な生きものたちを題材に、「わきゃしまのいきむんきゃシ
ンポジウム」を開催します。これにちなみ、シンポジウムに登壇される講師の方々から執筆いただいた記
事を、10・11・12 月の３号連続でご紹介します。

～HIV ・肝炎検査のご案内～
11 月 16 日～ 12 月 15 日は「鹿児島レッドリボン月間」です。レッドリボンとは、エイズ
への理解と支援をあらわすシンボルです。HIV に感染していても、早期発見・早期治療により、
発病をおさえ、感染前とほぼ変わらない生活を送ることができるといわれています。エイ
ズへの理解を深め、この機会にぜひ検査を受けてみ
ませんか？相談・検査を受け付けていますので、詳
細については徳之島保健所へお問い合わせください。

徳之島保健所（徳之島警察署うら）
☎ 0997-82-0149（受付時間：平日 8：30 ～ 17：15）
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図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『思い出が消えないうちに』

川口　俊和／著〔小説〕

「ばかやろう」が言えなかった娘、
「幸せか ?」と聞けなかった芸人、
「ごめん」が言えなかった妹、「好

きだ」と言えなかった青年…。不
思議な喫茶店で過去に戻る 4 人の
物語。「コーヒーが冷めないうちに」
シリーズ。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

○返却ポスト回収予定日

　阿田野平住宅 （12/1 ・ 18）、 花徳支所 （12/7・23）

イベント等のお知らせ

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

◇ 12 月の展示本

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

『大腿骨を折らない体づくり』

久野　譜也／監修〔実用書〕

筋肉の衰えが老化の最大の原因。
週 3 〜 5 日で筋力アップが体感で
きる基本筋トレをはじめ、日常動
作筋トレ、若返る筋トレ等を写真
で紹介。

『みんなが知りたい！「世界のふし
ぎ」がわかる本』

カルチャーランド／著〔児童書〕

万里の長城は何のためにつくられ
たの ? ピサの斜塔はどうして傾い
ているの ? ナスカの地上絵にはど
んな意味があるの ? 世界中の「ふ
しぎなもの」を写真とイラストで
紹介し、それぞれの驚きの秘密に
迫る。

『人生はニャンとかなる！』

水野　敬也、長沼　直樹／著

明日に幸福をまねく 68 の方法。偉
人たちの名言、エピソードと共に登
場する猫たちに癒されます。

○あかちゃんおはなし会　12/2（日）午後 2 時 30 分～

○毎月のおはなし会　12/8（土）午後 2 時 30 分～

☆職員おすすめ本☆　    

『みえるとかみえないとか』

ヨシタケ　シンスケ／作〔絵本〕

宇宙飛行士のぼくが降り立ったの
は、目が 3 つあるひとの星。普通
にしているだけなのに、「後ろが見
えないなんてかわいそう」なんて
言われて変な感じ…。

☆朗読サークルいきゅん Do おはなし会

　12/22 （土）午後 2 時 30 分～

図書館キッズのキャラクター決定！

○応募数 68 作品の中から、

帖佐幸姫さん （亀津小 2
年） の作品が採用されまし

た。 採用された作品は、 図

書館キッズの活動などで広

く活用されます。 11/4（日）
に図書館にて記念品の贈呈

と写真撮影を行い、 応募作品の全ては生涯学習セン

ター１階ロビーに展示されました。

○クリスマスフェスタ　12/9（日）午前 10 時～ 12 時

　　場所 ： 生涯学習センター 2 階ホール

  　♪いろんな出し物　♪サンタさんからプレゼント　などなど！

ちょうさ      ゆ  き

〔本の福袋、クリスマス絵本、年末年始特集〕

【2019 年１月より実施】徳之島３町のどこの
図書館からでも本の返却が可能になります。

徳之島町立図書館

天城町立図書館 伊仙町図書館
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・
お
産
に
つ
い
て　
　
　

・
お
っ
ぱ
い
ケ
ア
に
つ
い
て

・
赤
ち
ゃ
ん
の
む
し
歯
予
防
は
お
母
さ
ん
か
ら

　

お
腹
の
中
か
ら
始
め
る
歯
育
て
♪

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
12
月
10
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
健
康
手
帳
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
12
月
20
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

平成 30 年度 予防接種はお済みですか？

対象者：平成 18 年４月２日生まれ～平成 19 年４月１日生まれ
接種期間日程：平成 30 年 12 月 25 日（火）～ 12 月 27 日（木）
　　　　　　　平成 31 年３月 25 日（月）～３月 29 日（金）
※各医療機関で実施しています。12 月の年末年始は各医療機関ごとに休診
　日が異なりますので確認後受診をお願い致します。

対象者：今年度 65 歳以上の方
接種期間：平成 30 年１月 31 日（木）まで
※対象者の方には、予診票をお送りしています。
　紛失された方は、保健センターへご連絡下さい。

対象者：①徳之島町に住所のある 1 歳～ 12 歳（小学６年生）で任意接種 2 回のうち、
　　　　1 回目の接種が済んでいる方
　　　 ②徳之島町に住所のある 13 歳～ 18 歳（中学１年生～高校３年生に相当する　
　　　　年齢の方）１回目の接種を助成
接種期間：平成 31 年１月 31 日（木）まで
※母子手帳や身分を証明できる物をご持参のうえ、接種前に保健センターに来所し
　申請手続きをお願いします。

二
種
混
合

イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ

季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

インフルエンザの予防・重症化を防ぐためには ･･･

適
度
な
温
度
・

　

湿
度
の
調
整

外
出
前
の
手
洗
い
・

う
が
い

人
ご
み
へ
の
外
出

を
控
え
る

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

マ
ス
ク
の
装
着

ワ
ク
チ
ン

　

予
防
接
種
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学校の協力で子どもたちへ呼びかけ、
分かりやすく案内も作成！

中区地区では、区民全員で行う地域活動と
して年３回のボランティア清掃を計画しまし
た。１回目（６月 17 日）は台風接近のため中止。
２回目（10 月 21 日）は、台風２４号の影響
により、各家庭での清掃作業に切り替えまし
た。その中で、麦穂峯地区は 2 回とも活動し、
親子一緒に周辺の清掃で汗を流しました。３
回目は、２月 17 日を予定しています。みなさ
ん、是非お友達やご家族でご参加ください！

きゅらしま
むうるし

大作戦！
～青少年育成町民会議・ボランティア清掃活動～

中
区

今月のきまいたりっちゅは、とても仲睦まじいご夫
婦、頂 文吉さん・ミツ子さん夫妻です。文吉さんは、
周囲の人を笑顔にするのが大得意。ミツ子さんは「一
緒にいると全然退屈しない」と楽しげに話してくれ
ました。健診に行くときも二人はいつも一緒。文吉
さんはミツ子さんの婦人科検診にも付き添い、ミツ
子さんを待っています。周囲を笑顔にさせてくれる
素敵な頂さん夫妻。これからも健康で元気にお過ご
しください。

わっきゃまちの
きまいたりっちゅ

頂  文吉さん（85 歳）

　  ミツ子さん（79 歳）
井之川

（中区の作戦ポイント）


